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●ジェロントロジー検定試験　概要

受験資格

学習内容

学歴・年齢・性別・国籍による制限
はありません。

・これからの高齢社会
・高齢期の健康
・高齢期の社会交流
・老化予防・介護予防
・高齢期の安心・安全と社会保障
・認知症高齢者にやさしい地域
づくりのために

出題範囲 公式テキストから出題

出題形式 マークシート形式（４者択一方式）　
50問

合格基準 70点以上（１００点満点）

※情勢によって実施内容を変更する場合があります。
　詳細はホームページをご覧ください。

「ジェロントロジー検定試験」の合格者は、日
本応用老年学会より＜ジェロントロジー・コ
ンシェルジュⓇ＞として認定します。さらに、
すでに高齢社会に有用な各種資格や修士など
の専門知識を有する方は、＜ジェロントロ
ジー・マイスターⓇ＞と称し、認定・登録し
ます。

高齢社会で活躍する方々が
受験されています！ 目指せ！ ジェロントロジー・

コンシェルジュⓇ

ジェロントロジー・
マイスターⓇ

&(合格者の声より)
●シニア世代の接客対応が円滑になった
●仕事のサービス向上に活用できる
●認知症への理解が深まった
●親や自身の加齢理解に役立っている

＜様々な場面で力になる
　ジェロントロジーの知識＞

一般社団法人 日本応用老年学会
東京都健康長寿医療センター／東京商工会議所／桜美林大学／大阪大学

　少子高齢社会の最前線を走る日本で、高齢者を支援し、共
に生きるためには、医療や介護、社会保障のことなど、さまざ
まな分野の知識が必要です。そのための知識を簡潔に整理
し、大切なことだけを学べるように開発されたのが、「ジェロ
ントロジー検定試験」です。高齢者の力を活かすための知識
が身に付きます。
　民間の企業等では、シニアマーケットにおけるサービス向
上、及び高齢者サポートの知識基盤としてジェロントロジー習
得の試みが続けられています。

Ⓡ

東
京
会
場

大
阪
会
場

桜美林大学　新宿キャンパス
東京都新宿区百人町3-23-1

大阪大学　中之島センター
大阪府大阪市北区中之島4-3-53

受験料　4,400円（税込み）

2023年10月22日（日）

第18回ジェロントロジー検定試験

試験日

試験
会場

第1部　基調講演　「認知症の正しい理解のために」

平均寿命の延伸と退職年齢の上昇により、企業の
中核社員の親が要介護となるケースが今後ますます
増加します。仕事と介護を両立させるためには、本人
や家族が認知症や介護に関する正しい知識を持つこ
とはもちろん、職場全体の支援体制も欠かせません。
第 1部では、精神科医としての認知症に関する専

門性と、訪問診療を通じた地域ケアに対する豊富な
経験と見識をお持ちの上野秀樹氏に基調講演をいた
だきます。第 2部のパネルディスカッションでは、
企業にお勤めのパネリストにそれぞれの職務・経験・
考え方等をご披露いただき、上野氏のアドバイスや
解説をまじえて、仕事と介護の両立について議論を
進めてまいります。

事前収録内容の

オンライン
でのご視聴（参加申込者限定）

※ただし、都合により視聴期間を変更
　させていただく場合がございます。

2023年9月20日水13:00
2024年3月31日日24:00

申込み方法
弊財団ホームページ（https://dia.or.jp）
の申込フォームに入力　　　　　　 ▶

申込受付中

主催／（公財）ダイヤ高齢社会研究財団

後援／内閣府、厚生労働省、（一社）シニア社会学会、
　　　（一社）みんなのケア情報学会、
　　　（公社）認知症の人と家族の会、
　　　明治安田システム・テクノロジー（株）介護の広場本部

（公財）ダイヤ高齢社会研究財団 シンポジウム事務局
（中村 健、佐藤 博志）

• お問合せ先 •

MAIL：sympo@dia.or.jp  TEL：03-5919-3162

視聴期間は、
随時何度でも
ご視聴可能！※

視 聴
無 料

（公財）ダイヤ高齢社会研究財団 博士研究員　佐々木 晶世コーディネーター

パネリスト ■ 認知症や訪問診療の専門家として
　 千葉大学医学部附属病院患者支援部 特任准教授、精神科医
　 上野 秀樹氏

■ 企業の人事担当者として
　 キリンホールディングス（株） 人財戦略部 企画・組織開発担当
　 江崎 光希氏

■ 仕事と介護の両立経験者として
　 東京海上日動火災保険（株） 総務部総務サービスグループリーダー
　 渡辺 健美氏

■ 高齢の親をもつ企業の中核社員として
　 明治安田生命保険（相） コンプライアンス統括部
　 コンプライアンス特別調査役
　 椿本 哲也氏

千葉大学医学部附属病院患者支援部 特任准教授、精神科医　上野 秀樹氏
第2部　パネルディスカッション「ストップ介護離職4」

ダイヤ財団設立30周年記念シンポジウム

認知症を正しく理解し、

ストップ
介護離職

＜テーマ＞

＜視聴期間＞
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